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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間における経済情勢は、国内におきましては、国土交通省が発表した2016年の新設住宅着工

戸数は、前年比で6.4％増（２年連続増加）の96万7,237戸と低金利政策の恩恵を受けて堅調な状況が続いておりま

すが、ものづくり産業全般の設備投資動向については、指標ともいえる日本工作機械工業会による2016年の工作機

械受注額は前年比で15.6％減（２年連続減少）の1兆2,500億円となるなど、全般的には厳しい環境下におかれてお

ります。 

 一方で海外におきましては、年初来から円高傾向にて推移して来たことにより日本製品の国際競争力が低下した

ことや、中東やロシアをはじめとする各地の地政学リスクによる国際紛争や中国および新興国の経済成長の鈍化な

どが、経済活動にも大きな動揺を与えておりましたが、大きなサプライズとなった米国の大統領選挙の結果を受け

て、年末にかけては一転して円安傾向となるなど、今後の景気動向を予測することが困難になっております。 

 このような環境のもと、当社の第３四半期累計期間における売上高は、2,992,828千円（前年同四半期は

3,139,505千円）と２年連続の減収となりました。 

 しかしながら損益面では、生産性の向上などにより営業利益359,246千円（前年同四半期は277,815千円）、経常

利益418,828千円（前年同四半期は308,880千円）、四半期純利益364,932千円（前年同四半期は265,048千円）とな

り、それぞれ２年振りの増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期末における総資産は、前期末に比べ165,112千円増加し、9,959,633千円となりました。 

 これは主に、受取手形及び売掛金が90,718千円並びに仕掛品が83,737千円減少したものの、現金及び預金が利益

の獲得や債権回収等により394,908千円増加したことなどによるものであります。 

 負債につきましては、前期末に比べ180,917千円減少し、1,715,869千円となりました。 

 これは主に、未払法人税等が70,603千円及び流動負債のその他に含まれる未払消費税等が54,454千円増加したも

のの、支払手形及び買掛金が225,955千円並びに賞与引当金が69,200千円減少したことなどによるものでありま

す。 

 また、純資産につきましては、前期末に比べ346,029千円増加し、8,243,763千円となりました。その結果、自己

資本比率は82.8%となりました。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 今後の業績見通しにつきましては、国内におきましては、少子高齢化の進行に伴う経済成長の鈍化が、当社業績

にどのような悪影響を及ぼすかが懸念されますが、2020年東京オリンピック・パラリンピックに備えた新たな社会

資本整備やＩＯＴ／ＡＩを活用した新たなビジネスモデルの創出が次世代の経済環境を形作ることが期待され、環

境に優しいバイオマス活用も含めて資源量の豊富な国産材利用の更なる活性化に伴う木工機械需要が期待されま

す。また、工作機械関連では、アベノミクスを推進する上で、内需拡大を喚起する政策減税や地方創生をにらんだ

規制緩和等により、ものづくり体制の強化に伴う設備投資が期待されます。 

 海外におきましては、米国のトランプ新政権の発足による世界景気の活性化への期待と米国第一主義への影響が

どのように実体経済に波及するのかが見通せておらず、また、新興国経済の減速などの不安定要素が及ぼす悪影響

により、現在は予断を許さない状況下ではあるものの、世界人口は着実に拡大を続けるために、当社として培い続

けている日本での高品質なものづくりの優位性をＰＲすることにより、緩やかな景気回復基調となるものと思われ

ます。 

 詳細につきましては、本日（平成29年２月10日）公表の「平成29年３月期通期業績予想及び配当予想（創立120

周年記念配当）の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

 なお、上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があり、その達成を当社として約束するもので

はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更 

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

      法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

      第３四半期累計期間においては、建物附属設備及び構築物の取得がないため、財務諸表に与える影響はあり

ません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,209,275 5,604,184 

受取手形及び売掛金 1,031,257 940,538 

製品 60,166 64,014 

仕掛品 280,881 197,144 

原材料及び貯蔵品 130,922 128,306 

その他 67,621 14,451 

貸倒引当金 △2,288 △2,046 

流動資産合計 6,777,836 6,946,592 

固定資産    

有形固定資産    

土地 1,143,629 1,141,502 

その他（純額） 850,727 792,394 

有形固定資産合計 1,994,357 1,933,897 

無形固定資産 11,819 10,507 

投資その他の資産    

投資有価証券 966,844 1,024,332 

その他 43,662 44,303 

投資その他の資産合計 1,010,506 1,068,636 

固定資産合計 3,016,683 3,013,040 

資産合計 9,794,520 9,959,633 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 456,278 230,322 

未払法人税等 - 70,603 

前受金 233,440 178,578 

賞与引当金 107,200 38,000 

役員賞与引当金 30,000 15,000 

その他 118,189 255,481 

流動負債合計 945,107 787,985 

固定負債    

繰延税金負債 241,821 267,967 

退職給付引当金 588,524 553,800 

役員退職慰労引当金 94,970 96,470 

資産除去債務 26,363 9,645 

固定負債合計 951,679 927,884 

負債合計 1,896,786 1,715,869 

純資産の部    

株主資本    

資本金 660,000 660,000 

資本剰余金 411,311 411,311 

利益剰余金 6,751,427 7,053,652 

自己株式 △208,207 △208,498 

株主資本合計 7,614,531 7,916,465 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 283,201 327,297 

評価・換算差額等合計 283,201 327,297 

純資産合計 7,897,733 8,243,763 

負債純資産合計 9,794,520 9,959,633 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 3,139,505 2,992,828 

売上原価 1,998,150 1,843,911 

売上総利益 1,141,355 1,148,916 

販売費及び一般管理費 863,539 789,670 

営業利益 277,815 359,246 

営業外収益    

受取利息 4,942 4,996 

受取配当金 19,890 19,884 

為替差益 554 18,741 

売電収入 11,129 11,474 

補助金収入 11,405 4,054 

その他 8,837 6,067 

営業外収益合計 56,759 65,218 

営業外費用    

支払利息 121 138 

売電費用 6,130 5,474 

建物解体費用 19,043 - 

その他 400 23 

営業外費用合計 25,694 5,636 

経常利益 308,880 418,828 

特別利益    

固定資産売却益 - 60,062 

特別利益合計 - 60,062 

特別損失    

減損損失 44,144 - 

特別損失合計 44,144 - 

税引前四半期純利益 264,736 478,891 

法人税、住民税及び事業税 1,474 101,217 

法人税等調整額 △1,787 12,741 

法人税等合計 △312 113,958 

四半期純利益 265,048 364,932 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

 当社は、機械の製造並びに販売事業において単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略しておりま

す。 
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